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２０２２年に始まったロシアとウクライナの戦争は、今もなお終わる気配はありま

せん。ニュースでは、建物が壊され、家族と離れ離れになった子どもたちの姿が映し

出されていました。しかし、最近では、テレビでも映し出されることが少なくなって

きたと思います。また、テレビで映される状況だけが全てでは無いのだろうと考えま

す。私達は、この戦争のことをつい、遠い国の話のように感じてしまいますが、「もし

自分の国だったら」と考えると、他人事ではいられません。 

戦争は他の国だけで起きているわけではありません。私たちの国、日本も過去に戦

争をしていました。第二次世界大戦では、多くの人々が命を落とし、町が焼け野原に

なり、家族を失った人もたくさんいました。また、学校に通えなくなった子どもたち

や、お腹を空かせて倒れる人たちもいました。昭和２０年、広島と長崎には原子爆弾

が落とされ、たくさんの命が一瞬にして奪われました。また、神奈川県でも第二次世

界大戦末期に横浜大空襲があり８，０００人以上の死者が出たと言われています。そ

れは、私たちの祖先が経験した現実です。だからこそ、戦争は他人事ではなく、自分

たちの歴史として受けとめる必要があると感じます。 

では、どうすれば戦争がない世界になるのでしょうか。もちろん、国と国との関係

は複雑で、すぐに解決できる問題ばかりではありません。しかし、大切なのは「話し

合うこと」だと思います。考え方の違いや文化の違いがあっても、お互いを尊重し、

相手の立場に立って考えることが、対立を避ける第一歩になるはずです。現在、よく

言われる「多様性」という言葉も、平和を築く上で大切なキーワードだと思います。

人にはそれぞれ違った意見や価値観があります。それを「間違っている」と否定する

のではなく、「そういう考え方もあるんだ」と受け入れることができれば、争いは減っ

ていくはずです。平和な社会とは、みんなが同じ意見を持つ社会ではなく、違い 

を認め合える社会なのだと思います。 



では、中学生である私たちに何ができるのでしょうか。私の母は、長崎で生まれ育

ったのですが、小中高の夏休み、長崎に原爆が投下された８月９日は必ず登校日だっ

たそうです。そして、被爆者の話を直接、聞いたり、原爆に関する映画、被爆した街

や人々の写真などを見て、現実としての恐怖や深い悲しみについて学ぶ機会が毎年必

ずあったそうです。神奈川県に来て地域が変わると、そういった学習の機会が少なく、

平和に関する教育にこんなにも地域差があることにとても驚いています。私達はまず、

戦争や平和について知識を深め、私たちの生活に大きな影響を与えるものとして理解

することが大切です。本を読んだり、ニュースを見たりして、今、世界で何が起きて

いるのかを知り、自分の言葉で考えること。それを家族や友達と話し合うことで、自

分の中の平和への思いが深まっていく気がします。そして、日々の生活の中でできる

ことはたくさんあると思います。例えば、友達とのけんかのときに、怒って相手を責

めるのではなく、なぜそう思ったのか聞いてみる。違う考え方をしている人がいたら、

その理由を理解しようとする。小さなことかもしれませんが、それが「争わない」姿

勢につながると思います。 

戦争を直接止めることは私たちにはできません。しかし、お互いの価値感を認め合

い、尊重し合う、ということを忘れずに生活することは、平和につながる第一歩だと

思います。だから、私は、人と話す機会を大切にし、様々な視点から物事を考えられ

るようにしたいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 


